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研究成果概要 

 アメリカのバイリンガル教育を通して日本の英語教育を見直す 
 

2015 年 8 月より 1 年間在外研究の機会を得て、アメリカニューヨークにあるコロンビア大

学ティーチャーズカレッジでバイリンガル教育について学び、またニューヨーク市内にあるバ

イリンガルスクールを視察する機会にも恵まれた。アメリカのバイリンガル教育とはヨーロッ

パのバイリンガル教育や日本で抱くイメージとは大きく異なり、英語が出来ない、あるいは英

語力が十分ではない移民、或いは移民の子ども達を対象とした言語教育であり、アメリカのバ

イリンガル教育を表すキーワードは「social justice（社会正義）」「equity（公平性）」「diversity
（多様性）」である。この経験を通して、状況はかなり異なるものの、アメリカのバイリンガル

教育が大切していることで日本の英語教育にも当てはまると思われることを３点考えてみた。 
 
１．言語や言語教育の持つ社会政治的な意味 
まずはじめに、言語、あるいは言語教育の持つ社会政治的な意味（sociopolitical meaning）

を考えることが重要であるという点である。この場合の political とは connected with power、
そして sociopolitical とは connected with power in society（社会において言語の持つ力関係）

という意味になろうかと思う。言語によっては社会において強大な力を持つものもあれば、逆

にそうではない言語もある。そして、強大な力を持つ言語の陰には、弱い言語、そしてそれを

話す人々が存在する。アメリカにおけるバイリンガル教育とは、上述の通り、少数派言語を母

語とする子ども達をいかにして主流言語の中に埋没させることなしに二言語話者として育てて

いくかという点を重視する。そのためには、社会における言語と力の関係を意識することが重

要になるわけである。 
分かりやすく英語を例にとるが、現在の世界においては英語は圧倒的な社会政治力を持って

いるので、それを扱うことは、そしてそれを教えることは、意識無意識は別にして学習者にど

ういうことを教えているのか、ということである。日本では英語を話すというのはプラスに考

えられているが、広い世界を見ると必ずしもそうではない。世界には英語に対して、あるいは

英語を話す人に対して様々な思いを抱く人たちがいる。圧倒的な力を持つ英語を歓迎する人も

いればそうではない人もいる。もちろん、英語に限ったことではない。どの言語も社会的な力

から解放されているということではないが、特に英語のような圧倒的な力を持つ言語を教え、

また、学ぶについては、それが持ちうる社会政治的意味合いに対する配慮が必要になる、場合

によってはクリティカルな視点を持つことが重要になると考える。アメリカのバイリンガル教



育においては、いかにして少数派言語に対してセンシティブな形で言語教育を行うかが大切に

考えられている。英語という power language を扱う以上、私たちも同じような配慮が必要な

のではないかと思う。 
 

２．多言語多文化主義の考え方 
アメリカにおけるバイリンガル教育で重要なことは、言語少数派の子ども達の母語や母文化

を大切にする視点である。ともすれば、社会の主流にあり強大な社会政治的な力をもった言語

（英語）、そしてその文化に埋没しがちな状況にあって、世界には様々な言語や文化が存在し、

どの言語、文化も等しく価値があり、その間には優劣がないとする考え方がバイリンガル教育

の根本にある。そういった視点は日本における英語教育を考える上でも重要だと、改めて考え

る。私たちが英語を教え、その背景にある英語文化を語る時、英語や英語文化が他の言語や文

化よりも優れたものであるといったメッセージを無意識のうちに発信してしまっていないか。

世界にはさまざまな言語や文化が存在し、それらはいずれも等しく重要で価値のあるものであ

るとする考え、多言語多文化主義の考え方を、他ならぬ英語教育に携わる私たちこそが持ち、

それを生徒達に教えることが重要であると考える。 
また、少し視点を変えれば、日本人英語学習者の中には英語に対して苦手意識を持つ人も多

いと思うが、英語という言語を必要以上に美化するのではなく、相対化することが重要だと思

う。英語だけを特別視するのではなく、英語は地球上に存在する数多くの言語の一つに過ぎな

いと考える（開き直る）。そうすることで、日本人の英語学習者、生徒が英語に対して抱きがち

な苦手意識、劣等意識を変え、自信を持たせ、より自然体で英語を学習することが出来るよう

になると考える。 
 

３．言語と密接に結びつく文化の意味 
繰り返しになるが、アメリカのバイリンガル教育では、言語少数派の子ども達の母語や母文

化を大切にする視点が重要になる。それは、ともすれば強大な力を持つヨーロッパからの移民

を中心としたアメリカの主流文化に埋没してしまうことから少数派文化を背景とする子ども達

を守るということが重要だと考えられているからである。これがアメリカ文化だ、これがアメ

リカの国民性だ、これがアメリカ人だ、そしてこれがアメリカの歴史だ、と一元的にまとめよ

うとする傾向にあること、あるいはそういった力が働いていること、そしてその陰にはそうい

った力の犠牲になっている少数派の存在があるということを重要視するわけである。したがっ

て、バイリンガル教育においては「文化（culture）」がキーワードの一つになると思う。 
 同じことを日本人英語学習者が置かれている状況に当てはめることは出来ないが、それでも

私たちが英語を教え、あるいは「文化」を語る時、言語や言語教育とは切っても切れない関係

にある文化の持つ意味を改めて考えることは重要であると考える。 
私たちはよく、「日本文化」、「アメリカ文化」といった言い方をするが、果たして「文化」

とはそのようにひとまとめにして考えられるものか。「文化」、特にそれが言語教育と結びつい

た場合、「文化」とはもっと個人的なものではないのか、と考える。「文化」とは個人の持つ経

験や生活に根ざしたものではないのか、と思う。Nieto (1999)は、「文化」とはダイナミックで

常に変化するものであり、それまでの個人の経験の中で形成されたものであり、多面的なもの

である等と言っている。私たちは、英語を指導する中で、英語圏文化、あるいは日本文化を反

映した英語教育を行う向きもあるようだが、そういった場合何をもって「文化」と考えるのか、



「文化」とは本来はどういうものなのか、もう一度考えてみることが重要ではないかと感じた。 
 
以上３点、アメリカのバイリンガル教育を学ぶ中で、あらためて言語や言語教育について感

じたことをまとめ、日本における英語教育にも通じると思われることをまとめてみた。グロー

バル人材育成が声高に叫ばれる中、あるいは小学校英語教育教科化を数年後に控え、英語教育

はますます熱を帯びている感がある。そういった時代だからこそ、言語や言語教育、特に英語

のような圧倒的な力をもった言語を扱う際に私たち英語教師が心がけておくべきことを確認す

ることは意義深いと考える。 
最後に、授業を聴講することを許可していただき、日本の英語教育をクリティカルに見直す

貴重な機会を私に与えていただいたティーチャーズカレッジバイリンガルバイカルチュラルエ

ヂュケーションプログラムの Carmen 先生と Sharon 先生に感謝の意を表したい。 
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